
　東
ひがし

日
に

本
ほん

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，高
たか

いビ
ルのガラスやタイルがわれて，
道
どう

路
ろ

におちてきたところもあり
ました。
　わたしたちの家

いえ

や学
がっ

校
こう

のまわ
りでは，どんなところにちゅういしたらよいかをしらべ
て，あんぜんにひなんできるようにしましょう。

くずれたへい

　下
した

の絵
え

を見
み

てちゅういすることを考
かんが

えましょう。

□おちてきそうなもの　　□うごいてきそうなもの

□たおれてきそうなもの

　まず，自
じ

分
ぶん

の身
み

をまもること

◇�おちてくる，うごいてくる，たおれてくるものから�

はなれる

◇つくえの下
した

などにもぐり，頭
あたま

をまもる

◇あんぜんなところでゆれがおさまるまでうごかない

◇おちついて行
こう

どうする

ねているときは

のりものの中
なか
にいるときは

運
うん

転
てん

手
しゅ

さんやえきいんさんのしじに
したがって，おちついて行

こう
動
どう

しましょう。

エレベーターの中
なか
では

かくかいのボタンをすべておし，
さいしょにとまったかいでおります。

道
みち
を歩
ある
いているときは

地
じ

しんがおきたら，ちゅういすることは何
なに

かな1
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1 ちゅうい！　家
いえ

のまわり　学
がっ

校
こう

のまわり

身
み

のまもり方
かた

を考
かんが

えよう2

第

４
章

１
ち
ゅ
う
い
！　

家い
え

の
ま
わ
り　

学が
っ

校こ
う

の
ま
わ
り


